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平
成
30
年
9
月
2
日
（
日
）、
大
阪
府

立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
第
62
回
大
阪
府

消
防
大
会
が
、
晴
れ
渡
る
秋
空
の
中
開
催

さ
れ
、
安
全
・
確
実
・
迅
速
な
操
法
を
披

露
し
た
選
手
た
ち
は
、
見
事
に
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
、
中
河
内
地
区
支
部
代
表
と
し

て
、
八
尾
市
消
防
団
南
西
方
面
隊
が
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
指
揮
者
の
井
形
団
員
を
始
め

と
す
る
選
手
一
同
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

様
子
で
し
た
が
、
円
陣
を
組
み
集
中
力
を

高
め
た
選
手
た
ち
の
一
点
を
見
据
え
た

目
は
、
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

2
月
か
ら
始
ま
っ
た
訓
練
は
、
厳
し
い

寒
さ
に
耐
え
、
6
月
の
梅
雨
を
乗
り
越

え
、
真
夏
の
炎
天
下
を
こ
ら
え
、
南
西
方

面
隊
が
一
丸
と
な
り
、
訓
練
に
取
り
組
ん

だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

短
期
間
の
訓
練
で
、
目
標
に
向
か
い
、

ま
と
ま
っ
た
こ
の
チ
ー
ム
は
素
晴
ら
し

い
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

初
の
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
南
西
方

面
隊
は
、
季
節
が
う
つ
り
、
夜
は
涼
し
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
熱
い
訓
練

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

◆
（
志
紀
分
団　

平
池　

稔
）

大
阪
府
消
防
大
会

　
　
　
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
　

安
全
・
確
実
な
操
法
で
見
事
優
勝
！

八尾市消防団初の全国大会出場!

祝 優勝

（題字は 田中八尾市長）
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平
成
30
年
4
月
1
日
（
日
）、
女
性
分

団
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
入
団
し
た
3
名
を
含
め
10
名

す
べ
て
の
女
性
団
員
が
、
応
急
手
当
指

導
員
の
資
格
を
取
得
し
、
救
命
講
習
や

各
種
行
事
に
参
加
し
て
、
心
肺
蘇
生
法

や
A
E
D
の
使
い
方
を
指
導
し
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
も
地
域
イ
ベ
ン
ト
「
山
本

コ
ミ
セ
ン
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア
」
で
は
、

救
命
処
置
に
関
心
を
お
持
ち
の
親
御
さ

ん
が
多
数
参
加
さ
れ
て
お
り
、
沢
山
の
、

質
問
を
受
け
、
説
明
す
る
の
に
戸
惑
う

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
色
々
経
験
し
、

日
々
成
長
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
女
性
分
団
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
（
女
性
分
団　

中
谷　

美
和
子
）

平
成
30
年
3
月
30
日
（
金
）
消
防
団

員
の
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
、
18
名
の
新

団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
団
員
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
抱

負
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
任
命
式

女
性
分
団
創
設
及
び
活
動
に
つ
い
て

氏
名
（
所
属
）

①
職
業

②
趣
味

③
抱
負

福
井
　
雅
悠
（
大
正
）

①
会
社
員

②
ジ
ョ
ギ
ン
グ

③
家
族
や
仲
間
が
い
る
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
自
分
が
で
き
る
一

歩
先
を
見
据
え
て
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

谷
川
　
時
人
（
志
紀
）

①
ア
ル
バ
イ
ト

②
テ
ニ
ス

③
地
元
地
域
を
安
全
で
安
心
で
き
る

地
域
に
す
る
た
め
、
微
力
な
が
ら

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

波
賀
　
清
志
郎
（
曙
川
）

①
学
生

②
日
本
拳
法

③
先
輩
団
員
、
消
防
士
の
方
々
の
強

い
志
に
感
動
し
、
火
災
や
人
命
救

助
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
い
ろ
ん
な
知
識
を
身
に
付

け
た
い
で
す
。

田
原
　
修
平
（
志
紀
）

①
運
送
業

②
釣
り

③
地
域
の
た
め
、
市
民
の
た
め
に
常

に
動
け
る
よ
う
訓
練
に
励
み
ま
す
。

湯
川
　
活
人
（
曙
川
）

①
大
学
生

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

③
消
防
士
に
な
る
夢
が
あ
り
、
そ
の

為
に
も
消
防
の
知
識
を
増
や
し
、

地
域
に
貢
献
出
来
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

中
辻
　
隆
治
（
志
紀
）

①
フ
リ
ー
タ
ー

②
音
楽
鑑
賞

③
消
防
団
員
と
し
て
の
活
動
に
で
き

る
限
り
参
加
し
、
生
ま
れ
育
っ
た

町
を
守
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

小
川
　
愼
平
（
高
安
）

①
建
築
作
業
員

②
野
球

③
諸
先
輩
方
を
見
習
い
、
一
日
で
も

早
く
地
域
に
貢
献
で
き
る
消
防
団

員
を
目
指
し
ま
す
。

松
本
　
淳
一
（
志
紀
）

①
会
社
役
員

②
旅
行

③
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

岩
本
　
暢
宏
（
久
宝
寺
）

①
会
社
員

②
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
、
ご
迷

惑
を
掛
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
早

く
諸
先
輩
方
に
追
い
つ
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

川
西
　
達
也
（
山
本
）

①
会
社
員

②
ス
ノ
ボ
ー

③
初
め
て
で
分
か
ら
な
い
事
が
あ
り

ま
す
が
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
宮
　
美
奈
（
女
性
）

①
会
社
員

②
編
み
物

③
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
、
応
急
手
当
の
普
及
活

動
を
中
心
に
日
々
勉
強
し
努
力
し

て
い
き
た
い
で
す
。

佐
野
　
吉
宏
（
久
宝
寺
）

①
会
社
員

②
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③
少
し
で
も
多
く
の
活
動
に
参
加
し
、

地
域
防
災
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

坂
本
　
良
太
（
山
本
）

①
食
品
製
造

②
ア
ウ
ト
ド
ア

③
先
輩
達
の
ご
指
導
の
も
と
精
一
杯

地
域
の
安
全
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
。

武
下
　
真
弓
（
女
性
）

①
主
婦

②
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ

③
今
ま
で
、
生
協
委
員
や
P
T
A
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
消
防
団
員
と
し
て
地
域
に
貢

献
し
た
い
で
す
。

浅
野
　
一
昭
（
西
郡
）

①
建
築
業

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③
親
方
と
し
て
仕
事
を
す
る
中
で
体

力
や
責
任
感
を
養
い
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
活
か
し
て
地
域
の
為
に

貢
献
し
ま
す
。

内
藤
　
裕
之
（
山
本
）

①
印
刷
業

②
音
楽
鑑
賞

③
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
安
全
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

武
田
　
恵
美
（
女
性
）

①
市
職
員

②
読
書

③
消
防
団
員
と
し
て
、
日
々
自
己
研

鑽
に
励
み
ま
す
。
ま
た
、
応
急
手

当
指
導
員
と
し
て
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

津
曲
　
望
（
西
郡
）

①
建
築
業

②
映
画
鑑
賞

③
元
々
地
域
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た

の
で
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。
先

輩
方
と
と
も
に
団
活
動
を
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
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平
成
30
年
5
月
27
日
（
日
）、
6
月
24

日
（
日
）
の
2
日
間
、
大
阪
府
立
消
防

学
校
に
お
い
て
、
基
礎
（
初
任
）
教
育

訓
練
課
程
と
し
て
、
今
年
度
入
団
の
新

団
員
18
名
及
び
昨
年
度
入
団
後
未
受
講

の
3
名
を
含
む
総
勢
21
名
が
訓
練
に
参

加
し
ま
し
た
。

5
月
27
日
（
日
）
の
A
課
程
で
は
、

活
動
時
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
学
び
、

消
防
団
の
活
動
が
常
に
危
険
と
、
と
な

り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

「
訓
練
礼
式
」
で
は
、「
敬
礼
」「
休
め
」

他
、
行
進
を
含
め
組
織
活
動
の
基
礎
と

な
る
規
律
に
つ
い
て
教
わ
り
、「
資
機
材

取
扱
い
訓
練
」
で
は
、
ホ
ー
ス
延
長
な

ど
の
基
本
動
作
を
学
び
、
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

6
月
24
日
（
日
）
の
B
課
程
で
は
、

自
然
災
害
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
が
、

特
に
6
月
18
日
（
月
）
に
大
阪
府
北
部

地
震
が
発
生
し
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と

で
、
と
て
も
興
味
深
く
学
べ
ま
し
た
。

こ
の
教
育
訓
練
で
、
消
防
団
員
と
し

て
の
基
礎
を
学
び
、
や
っ
と
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
な
と
い
う
気
持
ち
で

す
。市

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
今

回
学
ん
だ
こ
と
を
災
害
現
場
で
活
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
曙
川
分
団　

湯
川　

活
人
）

平
成
30
年
5
月
26
日
（
土
）、
北
山
本

小
学
校
区
自
主
防
災
組
織
主
催
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

想
定
と
し
て
は
、
日
中
に
地
震
が
起

こ
り
、
児
童
は
小
学
校
に
在
校
、
各
家

庭
に
高
齢
者
や
避
難
困
難
者
が
在
宅
し

て
い
る
と
い
う
内
容
で
、
訓
練
が
開
始

さ
れ
、
児
童
は
教
室
か
ら
校
庭
へ
避
難
、

高
齢
者
や
避
難
困
難
者
は
、
町
会
毎
に

指
定
場
所
に
集
合
し
た
後
、
一
時
避
難

地
の
山
本
町
北
第
二
公
園
（
き
り
ん
公

園
）
に
避
難
を
実
施
ま
し
た
。

き
り
ん
公
園
に
避
難
後
、
点
呼
を
行

い
避
難
困
難
者
の
在
宅
確
認
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
小
学
校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
、

車
イ
ス
を
利
用
し
、
高
学
年
の
児
童
が

中
心
と
な
っ
て
、
補
助
を
行
い
高
齢
者
、

避
難
困
難
者
を
指
定
避
難
所
の
北
山
本

小
学
校
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
5
年
目
と
な
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
大
人
が
仕
事
な
ど
へ

行
っ
て
い
る
日
中
の
時
間
帯
に
地
震
が

発
生
す
れ
ば
、
地
元
に
残
っ
て
い
る
の

は
小
学
校
に
通
う
児
童
と
、
高
齢
者
や

避
難
困
難
者
が
多
数
在
宅
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
員
も
災
害
現
場
に
出

動
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ど
の

よ
う
に
地
域
住
民
の
避
難
誘
導
を
進
め

る
べ
き
か
を
小
学
校
職
員
や
自
主
防
災

組
織
が
検
討
し
た
結
果
、
高
学
年
の
児

童
に
避
難
の
援
助
を
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

避
難
訓
練
中
、
私
た
ち
消
防
団
員
は
、

道
路
誘
導
や
避
難
経
路
の
確
認
方
法
の

指
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
児
童
、
自
主
防
災
組
織
主

体
で
行
わ
れ
、「
道
路
を
通
る
場
合
は
塀

の
転
倒
を
考
え
、
必
ず
道
路
の
真
ん
中

を
歩
く
。」、「
瓦
礫
の
撤
去
な
ど
を
考
え
、

車
イ
ス
1
台
に
、
複
数
名
の
補
助
を
つ

け
る
。」
な
ど
、
児
童
そ
れ
ぞ
れ
が
考

え
訓
練
を
行
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る

と
、「
災
害
時
、
こ
の
児
童
た
ち
は
必
ず

地
域
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ
る
で
あ

ろ
う
。」
と
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

◆
（
山
本
分
団　

橋
本　

和
則
）

平
成
30
年
5
月
20
日
（
日
）、
南
木
の

本
防
災
公
園
と
体
育
館
に
て
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
育
成
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
消
防
本
部
の
方
の
挨
拶
で
、

「
自
主
防
災
組
織
を
活
用
し
て
い
る
地
域

は
復
興
の
速
さ
に
繋
が
る
。」
と
い
う
話

に
、
参
加
者
は
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

次
に
N
P
O
法
人
の
方
に
よ
る
講

演
が
あ
り
、
娯
楽
と
防
災
訓
練
を
組
み

合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
し
て
お
り
、

国
内
外
で
実
際
に
行
わ
れ
た
一
例
を
動

画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

楽
し
い
中
に
も
防
災
の
知
識
を
伝
え

る
要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

基
礎（
初
任
）教
育
訓
練
課
程

北
山
本
小
学
校
区
自
主
防
災
訓
練

防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
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放
水
訓
練
で
は
、
参
加
者
の
方
々
が

放
水
と
停
水
時
の
注
意
や
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
に
耳
を
傾
け
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
の
学

生
消
防
隊
（
S
A
F
E
T
Y
）
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て
お
り
、
災
害
時
の
消

火
に
使
用
す
る
小
型
ポ
ン
プ
の
操
作
訓

練
、
消
火
バ
ケ
ツ
を
使
用
し
た
初
期
消

火
訓
練
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、

様
々
な
方
が
参
加
し
た
と
て
も
良
い
研

修
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
（
山
本
分
団　

塚
尾　

誠
一
）

平
成
30
年
5
月
19
日
（
土
）、
淀
川
右

岸
河
川
敷
一
津
屋
防
災
公
園
に
お
い
て

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
曇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の

心
配
は
な
く
、
消
防
を
は
じ
め
警
察
、

自
衛
隊
、
学
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
ま
ず
土
の
う
作
成
を
し

ま
し
た
が
、
全
員
が
声
を
掛
け
合
い
、

汗
を
流
し
な
が
ら
男
性
団
員
と
女
性
団

員
が
協
力
し
、
土
の
う
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
作
り
上
げ
た
土
の
う
を
規

則
正
し
く
並
べ
、
タ
コ
で
締
め
、
積
み

上
げ
て
い
き
、
頑
丈
な
積
み
土
の
う
工

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
消
防
に
よ
る
河
川
で
の
救
出

救
護
訓
練
が
行
わ
れ
、
中
洲
に
取
り
残

さ
れ
た
要
救
助
者
を
消
防
ヘ
リ
か
ら
の

リ
ペ
リ
ン
グ
で
隊
員
が
降
下
し
要
救
助

者
を
吊
り
上
げ
て
救
出
、
ま
た
川
に
流

さ
れ
た
要
救
助
者
に
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー

に
牽
引
さ
れ
た
ボ
ー
ト
で
接
近
し
、
素

早
く
引
き
上
げ
る
と
、
地
上
の
消
防
隊

と
連
携
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
救
急
隊

へ
引
き
継
ぎ
救
急
車
内
に
収
容
さ
れ
ま

し
た
。

命
を
救
う
た
め
の
正
確
な
技
術
と
連

携
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習
の
閉
会

式
で
の
講
評
で
『
大
阪
府
防
災
力
を
高

め
よ
。
災
害
0
、
犠
牲
者
0
を
目
指
し

ま
た
、
毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
大

阪
甲
冑
隊
や
、
お
囃
子
グ
ル
ー
プ
彩
華

の
皆
様
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
参
加

に
よ
り
、
祭
礼
に
華
を
添
え
て
頂
き
ま

し
た
。

関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
夜
店
も
出
て
地
域
の

子
供
た
ち
の
声
と
天
神
囃
子
の
音
色
で

遅
く
ま
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
今
年
か
ら
誠
に
勝
手
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
諸
事
情
に
よ
り
、
祭
礼
開

催
日
を
5
月
最
終
土
曜
日
に
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
（
西
郡
分
団　

棚
田　

秀
行
）

平
成
30
年
4
月
28
日
（
土
）、
東
大
阪

て
』
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
国
、
府
、
市
、

私
た
ち
消
防
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
と
絆
を

再
認
識
す
る
こ
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
更
に
訓
練
を
積
ん
で
い
き
最
大

限
の
尽
力
を
注
ぎ
、
大
阪
府
の
防
災
と

減
災
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
（
龍
華
分
団　

西
川　

尊
之
）

平
成
30
年
5
月
26
日
（
土
）、
幸
第
1

公
園
に
て
木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
入
り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

天
候
も
良
く
、
各
諸
団
体
や
地
域
の
方
々

を
招
き
、
参
拝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習

木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
を
開
催

恩
智
川
水
防
訓
練
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市
花
園
中
央
公
園
で
恩
智
川
の
水
位
上

昇
を
想
定
し
た
水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

本
年
度
は
、
北
西
方
面
隊
（
久
宝
寺
・

西
郡
・
八
尾
・
龍
華
）
の
各
分
団
か
ら

20
名
の
工
法
団
員
を
選
出
し
、
積
み
土

の
う
工
法
を
実
施
し
ま
し
た
。

積
み
土
の
う
工
法
は
、
洪
水
に
よ
り

堤
防
が
沈
下
し
た
り
、
水
か
さ
が
増
え

て
堤
防
か
ら
溢
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に

使
わ
れ
る
基
本
と
な
る
工
法
で
す
。

任
務
分
担
と
し
て
、
土
の
う
作
り
の

人
、
間
詰
の
土
を
運
ぶ
人
、
土
の
う
を

積
む
人
、
タ
コ
で
土
を
固
め
る
人
に
分

か
れ
、
岡
井
小
隊
長
指
揮
の
も
と
手
際

よ
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

土
の
う
は
、
重
さ
が
30
㎏
～
50
㎏
に

も
な
り
、
土
を
土
の
う
袋
に
入
れ
、
運

び
積
む
の
は
、
大
変
な
作
業
で
す
。

訓
練
時
は
、
予
め
資
器
材
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま

し
た
が
、
実
際
の
状
況
で
は
、
全
て
揃
っ

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
災
害
活
動
現
場
で
は
、
足

元
が
悪
く
思
う
よ
う
に
作
業
が
進
ま
な

い
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で

も
冷
静
な
判
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
訓
練
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ

り
、
実
際
の
災
害
で
ど
の
よ
う
に
行
動

し
、
住
民
等
の
協
力
者
へ
作
業
内
容
の

指
示
を
ど
う
出
せ
ば
よ
い
か
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
消
防
団
員
と
し
て
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

今
後
、
後
輩
団
員
や
家
族
を
含
め
た

地
域
の
人
々
に
培
っ
た
経
験
を
伝
え
、

い
か
に
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
か
を

も
っ
と
広
め
て
い
き
、
災
害
時
の
被
害

の
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
（
久
宝
寺
分
団　

圡
谷　

研
太
）

南
高
安
分
団
で
は
、
毎
月
2
回
揚
水

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
地
震
や
台
風
の
災
害
に
直
面

し
た
こ
と
も
あ
り
、
団
員
一
同
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
普
段
の
訓
練
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

9
月
の
台
風
21
号
で
も
、
想
像
以
上

の
被
害
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
災

害
が
起
こ
る
か
ま
す
ま
す
わ
か
ら
な
い

状
況
と
な
る
中
、
以
前
消
防
本
部
の
方

か
ら
、
震
災
時
は
火
災
が
い
た
る
所
で

発
生
し
、
消
防
車
が
足
り
な
く
な
る
と

聞
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
消
防
団
と
し
て
ど
こ
ま

で
で
き
る
の
か
と
、
訓
練
後
の
屯
所
で

団
員
と
訓
練
の
反
省
と
と
も
に
、
今
後

の
災
害
へ
対
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
遅

く
ま
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
大
災
害

に
立
ち
向
か
う
た
め
日
々
訓
練
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

◆
（
南
高
安
分
団　

山
川　

修
一
）

平
成
30
年
5
月
12
日
（
土
）、
消
防
本

部
に
お
い
て
、
応
急
手
当
指
導
員
講
習

が
行
わ
れ
、
女
性
分
団
の
4
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

講
習
は
、
こ
の
日
か
ら
4
日
間
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
、
救
急
救
命
士
の
資
格

を
有
し
て
い
る
、
消
防
本
部
警
防
課
消

防
団
係
の
西
口
主
任
に
よ
る
講
義
と
、

三
角
巾
を
使
用
し
た
止
血
法
、
応
急
担

架
の
作
製
方
法
、
傷
病
者
の
様
々
な
搬

送
方
法
等
の
実
技
講
習
で
し
た
。

中
で
も
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
実
技
講
習
は
毎
回
行
わ
れ
、
し
っ

か
り
と
知
識
を
習
得
で
き
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
に
は
載
っ
て
い
な
い
状
況

を
想
定
し
た
「
こ
ん
な
場
合
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。」
な
ど
の
沢
山

の
質
問
に
も
一
つ
一
つ
解
り
や
す
く
回

答
を
い
た
だ
け
た
事
で
、
不
安
が
解
消

で
き
ま
し
た
。

特
に
命
に
係
る
状
態
の
傷
病
者
救
護

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

居
合
わ
せ
た
人
が
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
す
。

今
回
の
講
習
を
受
け
応
急
手
当
の
知

識
を
よ
り
多
く
の
方
に
伝
え
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

私
自
身
、
応
急
手
当
指
導
員
と
し
て

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
す
が
、
先
輩
方

に
一
日
も
早
く
追
い
つ
け
る
様
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
（
女
性
分
団　

小
宮　

美
奈
）

ポ
ン
プ
揚
水
訓
練
実
施

応
急
手
当
指
導
員
講
習
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消
防
団
サ
ポ
ー
ト
店
に
つ
い
て
ご
存

知
で
す
か
。

八
尾
市
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
制
度
カ
ー

ド
を
作
成
す
る
と
制
度
参
加
店
か
ら
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
高
安
分
団
エ
リ
ア
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
店
か
ら
2
店

舗
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
グ
ッ
ピ
ー
】

近
鉄
服
部
川
駅
前
す
ぐ
に
あ
る
グ
ッ

ピ
ー
で
す
。

お
昼
は
、
ほ
の
ぼ
の
喫
茶
店
、
夜
に

な
る
と
一
転
、
お
洒
落
な
洋
風
居
酒
屋

に
変
わ
り
ま
す
。

牛
す
じ
の
洋
風
ど
て
焼
き
や
田
舎
鶏

※
夜
の
営
業
、
17
時
30
分
以
降
に
消

防
団
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
提
示
で
ド
リ
ン

ク
が
全
て
100
円
引
き

【
清
水
園
&
く
る
り
フ
ァ
ー
ム
】

次
に
、
紹
介
す
る
の
は
、
神
立
に
あ

り
ま
す
清
水
園
&
く
る
り
フ
ァ
ー
ム
で

す
。河

内
平
野
を
見
渡
せ
る
高
安
の
麓
、

水
呑
み
地
蔵
尊
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
沿
い
に
清
水
園
は
あ
り
ま
す
。

イ
チ
ゴ
狩
り
を
中
心
と
し
た
農
園
で
、

6
千
株
を
超
え
る
多
品
種
イ
チ
ゴ
の
高

設
栽
培
や
季
節
の
野
菜
を
栽
培
、
販
売

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
「
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
く
る
り
」
に
は
ブ
リ
ザ
ー
ド

フ
ラ
ワ
ー
の
予
約
販
売
も
あ
り
、
い
つ

も
消
防
団
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

家
族
や
恋
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
お

す
す
め
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

℡
0
9
0

−1
9
0
6

−9
5
8
9

の
煮
込
み
カ
レ
ー
な
ど
、
シ
ェ
フ
の
こ

だ
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
日
替
わ
り
で
味

わ
え
ま
す
。

中
で
も
「
低
温
調
理
の
オ
ー
ジ
ー
ビ
ー

フ
み
す
じ
」
は
と
て
も
柔
ら
か
く
て

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、
是
非
食
べ
て
い
た
だ

き
た
い
逸
品
で
す
。

お
酒
の
種
類
も
ビ
ー
ル
に
ワ
イ
ン
、

プ
レ
ミ
ア
焼
酎
、
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
カ
ク

テ
ル
な
ど
豊
富
に
揃
っ
て
い
ま
す
。

打
ち
上
げ
や
ち
ょ
っ
と
し
た
飲
み
会

に
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

店
主
よ
り
「
少
し
で
も
地
域
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
達
の
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
何
杯
飲
ん
で
も
ド
リ
ン

ク
100
円
引
き
し
て
お
り
ま
す
!
」

お
問
い
合
わ
せ

℡
0
7
2

−9
4
1

−8
1
2
3

サ
ポ
ー
ト
店
紹
介

サ
ポ
ー
ト
制
度
利
用
に
あ
た
っ
て

八
尾
市
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
、

八
尾
市
消
防
団
員
及
び
そ
の
家
族
が
、

物
品
の
購
入
時
等
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
受
け
る
際
、
あ
ら
か
じ
め
消
防
本

部
の
指
定
を
受
け
、
表
示
証
の
交
付

の
受
け
た
「
八
尾
市
消
防
団
サ
ポ
ー

ト
事
業
所
」
に
「
八
尾
市
消
防
団
サ

ポ
ー
ト
制
度
カ
ー
ド
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
事
業
所
が
自
ら
定
め
た
優
遇

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

制
度
利
用
に
は
、
八
尾
市
消
防
団

サ
ポ
ー
ト
制
度
カ
ー
ド
の
発
行
が
必

要
で
す
。

カ
ー
ド
発
行
を
希
望
す
る
消
防
団

員
の
方
は
、
消
防
本
部
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業

所
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
事
業
所
や

店
舗
に
つ
い
て
も
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
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平
成
30
年
7
月
22
日
（
日
）、
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、
平
成

30
年
度
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
災
害
級
の
暑
さ
と
言
わ
れ

る
中
、
当
日
も
晴
天
で
気
温
は
ぐ
ん
ぐ

ん
と
上
り
、
参
加
し
た
東
大
阪
市
消
防

団
、
柏
原
市
消
防
団
、
八
尾
市
消
防
団

の
3
消
防
団
の
参
加
者
は
、
汗
を
流
し

な
が
ら
も
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
が
で
き

ま
し
た
。

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練
で

は
、
9
月
2
日
（
日
）
に
、
開
催
さ
れ

る
第
62
回
大
阪
府
消
防
大
会
に
出
場
す

る
柏
原
市
消
防
団
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
）
と
八
尾
市
消
防
団
（
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
）
が
、
訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

両
市
消
防
団
と
も
日
頃
の
訓
練
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
操
法

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
本
市
消
防
団
が
出
場
す

る
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
は
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
か
か
っ
て
お
り
、
大
濱
支

部
長
か
ら
激
励
を
受
け
る
選
手
達
は
、

「
絶
対
に
全
国
大
会
へ
行
く
ぞ
」
と
、
決

意
溢
れ
る
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
規
律

あ
る
訓
練
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

◆
（
八
尾
分
団　

鈴
木　

卓
也
）

平
成
30
年
8
月
26
日
（
日
）、
八
尾
市

立
大
正
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
八
尾
市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
の
内
容
と
し
て
、
地

域
住
民
に
よ
る
避
難
訓
練
、
炊
き
出
し

訓
練
、
消
防
・
水
防
団
員
に
よ
る
水
防

工
法
訓
練
を
行
い
、
体
験
型
ブ
ー
ス
と

し
て
、
避
難
所
・
土
の
う
作
成
・
水
中

歩
行
・
水
没
ド
ア
開
閉
・
集
中
豪
雨
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

八
尾
市
消
防
団
は
『
せ
き
板
工
』
と

呼
ば
れ
る
水
防
工
法
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
工
法
は
、
堤
防
か
ら
水
が
溢
れ

出
る
越
水
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
ら

れ
る
工
法
で
す
。

訓
練
中
は
実
際
の
災
害
時
が
想
定
さ

れ
る
天
候
と
は
裏
腹
に
、
晴
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
災
害
現
場
に
お
い
て
は

足
場
も
乱
れ
、
悪
天
候
の
中
で
の
作
業

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
に
は
普
段
か
ら
培
っ
て
き
た

連
携
を
も
と
に
、
迅
速
に
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
訓
練
を
通
じ
て
参
加
し
た
方
々
は
、

水
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
で
き
、
家

族
を
守
る
た
め
に
は
、
早
期
避
難
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
防
災
意
識
を

高
め
、
災
害
に
備
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
（
大
正
分
団　

北
野　

智
傑
）

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

八
尾
市
防
災
訓
練
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委
員
長

	

山
本
分
団	

塚
尾　

誠
一

副
委
員
長

	

龍
華
分
団	

中
東　

正
行

	

曙
川
分
団	

久
保　

元
伸

委
員

	

久
宝
寺
分
団	

奥
村　

貴
司

	

　
　

〃	

圡
谷　

研
太

	

西
郡
分
団	

棚
田　

秀
行

	

　
　

〃	

安
田　

武
仁

	

八
尾
分
団	

今
井　
　

隆

	

　
　

〃	

中
村　

道
弘

	

龍
華
分
団	

西
川　

尊
之

	

大
正
分
団	

佐
々
木
一
智

	

　
　

〃	

北
野　

智
傑

	

曙
川
分
団	

大
槻　

秀
樹

	

南
高
安
分
団	

浅
井　

孝
一

	

　
　

〃	

西
尾　

克
徳

	

　
　

〃	

山
川　

修
一

	

高
安
分
団	

増
田　

卓
司

	

　
　

〃	

松
浦　

英
治

	

山
本
分
団	

福
田　

大
祐

	

志
紀
分
団	

森
本　
　

寿

	

　
　

〃	

平
池　
　

稔

◎ 

広
報
部
員
名
簿 

◎

始
め
に

一
言
「
優

勝
し
て
し

ま
い
ま
し

た
!
」

今
年
大
阪
で
一
番
の
指
揮
者
で

す
。当

初
は
、
不
安
と
重
圧
が
両
肩

に
の
し
か
か
り
、
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ま
ず
は
自
分
が
ミ
ス
な

く
操
法
を
で
き
る
よ
う
に
と
、
場
所

を
選
ば
ず
訓
練
し
た
の
が
、
つ
い
最

近
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

冒
頭
で
は
、
少
し
ふ
ざ
け
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
長
い

訓
練
を
く
じ
け
ず
や
り
遂
げ
ら
れ
た

う
れ
し
い
気
持
ち
を
出
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
選
手
5
人
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
を
考
え
、
導
き
だ
し
訓
練
に

臨
ん
だ
こ
と
が
、
優
勝
に
繋
が
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
選
手
5
人
だ
け
で
は

こ
の
結
果
に
辿
り
着
く
こ
と
は
で
き

ず
、
大
正
分
団
、
志
紀
分
団
、
ま
た

激
励
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
各

分
団
の
方
々
、
全
て
の
人
が
あ
っ
て

の
優
勝
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
き
に
わ
た
り
、
訓
練
を
見
続

け
て
い
た
だ
き
、
時
に
は
厳
し
く
時

に
は
優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
指
導

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
正
分

団
、
志
紀
分
団
、
ま
た
消
防
本
部
の

指
導
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
紀
分
団
弓
削
分
隊　
　
　

井
形　

肇

こ
の
度
、

ポ
ン
プ
車
操
法

の
1
番
員
と
し

て
、
出
場
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

約
1
年
前
か
ら
自
主
訓
練
を
始
め
、
何

も
分
か
ら
ず
、
大
丈
夫
か
と
不
安
だ
ら
け

で
し
た
が
、
4
月
か
ら
本
格
的
に
訓
練
が

始
ま
り
、
南
西
方
面
隊
の
先
輩
方
や
指
導

員
の
方
々
と
、
何
度
も
何
度
も
余
裕
ホ
ー

ス
の
取
り
方
を
訓
練
す
る
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
形
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
不
安
、
緊

張
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う

で
し
た
が
、
多
く
の
先
輩
や
仲
間
か
ら

「
大
丈
夫
」
、
「
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
に
自
信
を
持
っ
て
普
段
ど
お
り
に
」
な

ど
多
く
の
激
励
を
い
た
だ
き
、
そ
の
お
か

げ
で
、
冷
静
に
訓
練
に
、
そ
し
て
大
会
本

番
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
優
勝
を
勝
ち
取

れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
優
勝
は
、
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
方
々
と
の
団
結
力
が
あ
っ
て
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。

長
期
に
わ
た
り
、
訓
練
、
自
主
練
と
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
優
勝
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
紀
分
団　

田
井
中
分
隊　
　
　

中
川　

貴
哉

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ス
を
真
っ
直
ぐ
投
げ
ら
れ
な
い
、

ホ
ー
ス
結
合
も
う
ま
く
で
き
な
い
私
で
し

た
が
、
大
正
・
志
紀
分
団
の
先
輩
方
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
訓
練
後
の
自
主
訓
練

を
時
間
も
気
に
せ
ず
見
て
い
た
だ
い
た
皆

様
の
お
か
げ
で
、
自
信
を
持
っ
て
訓
練
に

臨
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
本
番
で
は
、
口
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な

る
程
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
声
援
を
力

に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
結
果
が
出
て
も
私
た
ち

が
優
勝
し
て
い
る
と
す
ぐ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
優
勝
旗
、
多

く
の
表
彰
状
を
頂
い
て
い
る
内
に
、
ど
ん

ど
ん
と
実
感
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
応
援
、
サ
ポ
ー
ト

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
今
後
、
10
月
の
全
国
大
会
向
け
訓

練
が
続
い
て
い
き
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

志
紀
分
団　

田
井
中
分
隊　
　
　

宮
平　

誠
二

私
は
、
2
番

員
と
し
て
、
大

阪
府
消
防
大
会

に
参
加
し
ま
し

た
が
、
動
画
な

ど
で
過
去
の
全
国
大
会
出
場
者
の
動
き

を
見
て
、
正
直
自
分
が
そ
の
よ
う
な

規
律
あ
る
動
き
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か

と
、
引
き
受
け
て
か
ら
不
安
に
な
っ
た

昨
年
の
10
月
よ
り
自
主
訓
練
を
始
め
、

4
月
か
ら
週
2
回
、
消
防
本
部
の
方
々
に

熱
意
あ
る
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
皆
で

訓
練
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
優
勝
を

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
正
分
団
、
志
紀
分
団
の
皆
様
に
は
、
ホ
ー
ス
巻
き
や
会
場
設

営
、
ビ
デ
オ
撮
影
、
助
言
等
々
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
選
手
が
訓
練

し
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
あ
た
り
、
職
場
の
理
解
、
家
族
の
支

え
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
最
後
ま
で
頑
張
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

れ
と
同
時
に
、
訓
練
を
通
し
て
で
き
た
南
西
方
面
隊
の
「
団

結
力
」
が
優
勝
へ
と
導
い
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
消
防
団
活
動
も
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

志
紀
分
団　

老
原
分
隊　
　

森
本　

道
明

こ
の
度
、
第
62
回
大
阪
府
消
防
大
会
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
、
3
番
員
と
し
て
出
場
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
月
か
ら
週
2
回
の
訓
練
が
始
ま
り
、
夏

の
酷
暑
の
中
の
訓
練
を
乗
り
越
え
、
優
勝
と

い
う
結
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
訓
練
の
準
備
や
撤
収
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
私
た
ち
に
繰
り
返
し
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
消
防
本
部
の
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

志
紀
分
団　

老
原
分
隊　
　

山
倉　

有
策

指揮者

1番員2番員

4番員

3番員

第62回大阪府消防大会を終えて


